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福島第一原子力発電所の事故では、RCICタービン排気蒸気により圧力抑制室内で温度成層化が発生したと

考えられている。本研究では蒸気凝縮挙動について既知のパラメータでモデル化し、そのモデルを用いて

圧力抑制室内で温度成層化が発生する条件について検討する。 

キーワード：福島第一原子力発電所，事故進展，シビアアクシデント 

 

1. 緒言 福島第一原子力発電所事故において、3 号機の事故初期の圧力が予測されたよりも早く上昇して

おり、これは RCIC の排気蒸気により圧力抑制室内でプール水の温度成層化が発生したことが原因だと考

えられている。温度成層化のクライテリアに関する研究は SIETの実験[1]と Songの実験[2]が行われている。

SIET の実験では、チャギングが発生する間温度成層化は発生しないことが確認されている。Song の実験

では、チャギングが発生しない場合、温度成層化の発生はリチャードソン数により決定できることが示唆

された。ただし、Song のリチャードソン数の評価では、実験による都度調べる必要がある蒸気泡の長さや

周波数を代表速度に用いるため、実験を経ずに温度成層化の予測をするのは難しい。そこで、代表速度を

既知のパラメータのみで表現できるモデルの構築を行い、チャギングが発生しない場合の温度成層化のク

ライテリアの検討につなげることを目的とする。 

2. 蒸気凝縮モデルの構築と妥当性確認 既知パラメータを用いて

蒸気凝縮のモデル化を行った。蒸気泡は蒸気の吹き出し体積と表

面での凝縮体積が釣り合うまで成長し、その後一気に凝縮し消滅

する。蒸気泡を球と仮定し、釣り合う時間を、凝縮を考慮しない

蒸気泡球が釣り合い半径に達する時間の k倍とする。この時間と

釣り合い半径から代表速度を算出する。モデル算出周波数を Youn

ら[3]の実験結果をベンチマークとして妥当性検証を行った。実測値

は、質量流束が大きいほど周波数が大きく、プール水温が 50度付

近をピークとして増減する傾向がある。モデル計算値も定性的に

は同じ傾向が示されたものの、ピークが水温 30度付近にあること

から、うまく模擬できていないと考えられる。

3. 結論 温度成層化のクライテリアを既知のパラメータのみで決定するため、蒸気凝縮モデルを構築した。

既往実験をベンチマークとする妥当性確認の結果、定性的には同じ傾向が示されたものの、各パラメータ

の寄与をうまく模擬するには至っていない。今後モデルを改良し、クライテリアについての検討を行う。 
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Fig.1 プール水温に対する周波数（実

測：Youn[3]、モデル：蒸気凝縮モデル） 
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